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本校教育の概要 
 

本校は平成 10 年（1998 年）の開校以来、本県トップ校をめざし挑戦を続け、着実に成果をあげてき

ました。グローバルな視点を持って国際社会に貢献できる人材の育成に、教職員一丸となり取り組んで

います。 

 

Ⅰ 校訓と教育目標 

１  校訓 

① 自主：自らを律し、自ら判断し、高い目標を掲げ主体的に学ぶことができる人間の育成 

② 敬愛：自他を大切にし、敬愛の念を持って責任ある行動ができる人間の育成 

③ 飛躍：自国及び郷土の自然や文化に誇りを持ち、世界に飛躍して活躍し得る国際的な知見と行

動力を備えた人間の育成 

 

２ 教育目標 

一人一人の個性の伸長に努め、創造性・国際性・協調性を培い、時代の変化に柔軟に対応し、国

際化、情報化の社会において活躍できる心豊かで、逞しく生きる主体的な人間を育成する。 

(1) 普通科 

① 生徒の多様なニーズに応える進学対策を推進し、生徒一人一人の進路目標の達成を図り、国

際社会において活躍できる能力を育成する。 

② 情報活用能力の育成を図り、高度情報通信ネットワーク社会を豊かに生きる態度を育成する。 

③ 将来の社会生活に必要な職業観・勤労観を養い、自己実現への意欲と忍耐力を培い、自ら課

題を設定し、その解決方法を探り、克服する態度を育成する。 

(2) 国際科 

① 外国語教育を重視し、国際理解教育や国際交流を推進するとともに、国内外の外国語系及び

国際学系上級学校進学希望者等の進路目標を達成させる。 

② 情報活用能力の育成を図り、高度情報通信ネットワーク社会を豊かに生きる態度を育成する。 

③ 将来の社会生活に必要な職業観・勤労観を養い、自己実現への意欲と忍耐力を培い、自ら課

題を設定し、その解決方法を探り、克服する態度を育成する。 

 

Ⅱ 設置学科 

１ 設置学科 

①  普通科 ８学級 定員 ３２０名 

② 国際科 １学級 定員  ４０名 

     計 ９学級 定員 ３６０名 

 

 

 

 

 

 

校時表 

１校時 8:15 ～ 9:05 

飛躍 time 9:15 ～ 9:25 

ＳＨＲ 9:30 ～ 9:40 

２校時 9:50 ～ 10:40 

３校時 10:50 ～ 11:40 

４校時 11:50 ～ 12:40 

昼 食 12:40 ～ 13:25 

５校時 13:25 ～ 14:15 

６校時 14:25 ～ 15:15 

７校時 15:25 ～ 16:15 

清 掃 16:20 ～ 16:30 
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Ⅲ 「右文尚武」をモットーとした教育活動の展開 

本校では、学業を重視しつつ（右文）、社会とって有為な人材の育成をめざし、社会性や人間性を培

うため部活動や特別活動を奨励（尚武）しています。 

１  授業中心の徹底した学習活動 

学校の教育活動の中心は授業です。生徒が習得した知識を「主体的・対話的で深い学び」によっ

て活用し、次の学びにつなげることができるよう、各教科工夫を凝らして質の高い授業を行ってい

ます。 

生徒の皆さんも高い志をもって主体的に学習に取り組むことを期待しています。 

２ 進路目標達成のための取組 

本校に入学する生徒のほとんどが大学等の上級学校の進学を希望しています。したがって、生徒

や保護者のニーズ等に応ずるため、進路目標達成の取組は本校にとって最も重要な指標の一つです。

これまでの取組みが功を奏し、平成 25年度から 12年連続国公立大学等現役合格者数 No１の進学校

となっています。 

① 切磋琢磨する仲間は「全国」。全国レベルの力をつけるための対外模試を土曜日に実施してい

ます。学力を把握するための模試や生徒の学習実態を把握するための試験等があります。 

② 生徒の進路先に対応した「個別最適な学び」として、難関大学対策講座、共通テスト対策講座、

大学別対策講座、小論文講座等、多くの課外講座を実施しています。 

③ 生徒の進路目標・学習状況・授業到達度や模試等の結果を基に生徒の状況を総合的に把握し丁

寧な進路面談を行うここことで、効果的な進路指導につなげています。 

④ 図書館およびコンピュータ教室における自学自習（16:30～19:30）を実施しています。多くの

生徒と一緒に学習することで、学習に対するモチベーションを高め、計画的継続的に学習を進め

ることができるよう自学自習の態度を養っています。 

３ メリハリのある部活動 

本校では、豊かな人間性の育成のため部活動を奨励しています。学習時間とのバランスを確保す

るため、活動日や活動時間を定めています。決められた時間内に集中して活動するのが本校の部活

動の特徴です。 

① 週当たり原則２日以上の休養日を設けております。（平日１日、休日１日） 

② 平日の活動は放課後に行い、活動時間は原則として夏季（2月上旬～10月）18:45、 

冬季（11～2月上旬）18:15までとなっています。 

 

Ⅳ 国際化の進展に対応する語学教育と盛んな国際交流活動 

那覇国際高校は、国際科を設置する学校として外国語教育・国際理解教育や国際交流活動等を推進

しており、本校の大きな特色の一つとなっています。生徒は、国際理解・語学力向上に向けて様々な

取組みを行っています。                                 

１  外国語教育 

① 国際科の専門科目として異文化理解、時事英語等を設置するとともに、第２外国語（フランス

語、スペイン語、中国語）を普通科も含めた全生徒が選択することができます。 

② 国際会議室（同時通訳教室）やＬＬ教室を活用した国際理解教育や時事英語等の授業、ＡＬＴ

を活用した Team Teaching の授業等が盛んです。                      

③ 国際科の生徒対象にＡＬＴ、語学センター講師を活用して。英語集中研修や同時通訳講座（初

級レベルの講座体験）を開設しています。 
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２ 国内・海外研修や国際交流活動等の推進 

① ２年生は、１月に国内研修を行っています 

② 国や県が主催する様々な国際交流プログラムへの参加や世界各地からの留学生を積極的に受

け入れ交流をすることで、異文化への理解を深めています。 

③ 令和２年 12 月に米国モンタナ州にあるギャラティン高校と姉妹校を締結し、令和３年１月に

モンタナ州立大学と教育協定書を締結しました。１・２年生希望者を対象にして米国短期研修を

実施しています。令和７年度はギャラティン高校の生徒達が来校し国際交流を行いました。 

 

Ⅴ 県教育委員会 教育改革実行計画 「先導拠点校」としてのこれから 

 1.次世代を見据えた「探究活動」の充実を目指して 

本校は、平成 28年度から令和 2年度まで文部科学省スーパー・グローバル・ハイスクール（SGH）、

令和 3年度から令和 5年度まで沖縄県教育委員会「スーパーグローバルハイスクールネットワーク研

究モデル校」の指定を受け、探究活動の充実に取り組んできました。 

今年度、文部科学省が進める高校教育改革「N-E.X.T.（ネクスト）ハイスクール構想」において、

本県のパイロットケースとなる「改革先導拠点（類型２）」として内定を受けました。本校が内定を受

けた「類型２」は、文理にとらわれない幅広い教養等を備え、実社会で新しい価値を創造する人材の

育成を目指すモデルです。 

今後とも、一層の発展を目指し、国際的な視野や課題解決力、コミュニケーション能力を備えた人

材の育成を推進します。 

① 文理融合の学びを核として探究活動を位置づけ、１年次「理数探究基礎」２年次「理数探究」

を必修とします。 

② 探究環境の整備と専門人材による伴走支援で生徒の探究活動を支えます。 

③ 琉球大学や OIST、地域産業、海外と連携した実践的な課題解決プログラムに取り組み、グロー

バルに活躍できる視点と発信力を育てます。 

 

  2. 柔軟な教育課程の編成 

   令和１０年度から、沖縄県内初の「進学型単位制」への移行を目指しています。進学型単位制の

導入により、本校での学びをより深め、進路実現のために自分の興味・関心に応じた時間割を作る

ことができます。具体的には、１，２年次で多くの必履修科目を修得するカリキュラムで学び、３

年次には自由度の高い選択科目を中心に、より深く充実した学びに向かうことができます。これに

より、より難関大などより高い目標に向かって学ぶ生徒、海外の大学を目指す生徒など、多才な那

覇国生の学びを支えるシステム構築を目指します。 
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令和９年度入学生　　　　　普通科　教育課程表　　　沖縄県立那覇国際高等学校　全日制課程

理系 理系

必修 総合選択 必修 必修 総合選択 必修

現 代 の 国 語 2 2
言 語 文 化 2 3
論 理 国 語 4 2 2 4 3
古 典 探 究 4 3 3 3 2
国 語 セ ミ ナ ー 学設 ②
地 理 総 合 2 2
地 理 探 究 3 3 ③     ③
歴 史 総 合 2 2
日 本 史 探 究 3
世 界 史 探 究 3
地 理 セ ミ ナ ー 学設         2
日本史セミナー 学設

世界史セミナー 学設

公 共 2 2 2
倫 理 2
政 治 経 済 2
倫 理 セ ミ ナ ー 学設

政治経済セミナー 学設

数 学 Ⅰ 3 4
数 学 Ⅱ 4 5 5
数 学 Ⅲ 3        4
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ｂ 2 2 2
数 学 Ｃ 2 3 3
応 用 数 学 学設 2
数学セミナーＡ 学設 　②

数学セミナーＢ 学設

物 理 基 礎 2        2 2    2
物 理 4      5 6
化 学 基 礎 2 2
化 学 4
生 物 基 礎 2
生 物 4
地 学 基 礎 2
物理基礎セミナー 学設    2
化学基礎セミナー 学設 2
生物基礎セミナー 学設

地学基礎セミナー 学設

物 理 セ ミ ナ ー 学設 2
化 学 セ ミ ナ ー 学設

生 物 セ ミ ナ ー 学設

体 育 7～8 2 2 2 3 3
保 健 2 1 1 1
音 楽 Ⅰ 2 2
音 楽 Ⅱ 2
総 合 音 楽 学設
美 術 Ⅰ 2
美 術 Ⅱ 2
総 合 美 術 学設
書 道 Ⅰ 2
書 道 Ⅱ 2
書 道 Ⅲ 2

英語コミュニケーションⅠ 3 4
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2 2
論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2 2 2 2
上 級 英 作 文 学設
Intensive
English

学設

フ ラ ン ス 語 学設

ス ペ イ ン 語 学設

中 国 語 学設

家庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2

情報 情 報 Ⅰ 2 2 2

理 数 探 究 基 礎 1 1 1

理 数 探 究 2 2 2 2

33 32 2 34 30 2 32 99

33 34 32 99

1 1 1 3

34 35 33 102

文系

２年

単 位 数 総 合 計 35 33

単 位 数 小 計 34 32
特 活 ・ ホ ー ム ル ー ム 活 動 1 1

共 通 教 科 ・ 科 目 単 位 数 合 計

芸
術

理
科

公
民

文系2～6
理系2

総合的な探究の時間：５Ｇ

芸術科目は同一
科目をⅠⅡⅢの順
序で履修すること
ができる。

外
国
語

文系18～22
理系18

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

理数
「総合的な探究の
時間」の代替

文系10
理系19

セミナーを付した
科目については，
同名の科目を履修
済みのもののみ選
択できる。

学年をまたいで，
同じ科目を重複履
修することは不可

理系のセミナー科
目において，必修
選択群と理系選択
で同科目を履修す
ることは不可

体
育

9

文系2～5
理系2～5

セミナーを付した
科目は，同名の科
目を同時履修して
いるもののみ選択
できる。

数
学

文系18～22
理系20

セミナーを付した
科目は，同名の探
究を付した科目を
履修済みのものの
み選択できる。

地歴科の2科目目
を選択する場合
は，履修済みの科
目と重複は不可

地
理
歴
史

文系9～14
理系4～7

共
・
総

教
科

学年・類型等

１年 文系
各教科の
単位の
合計

備考
科　　　　目

標準
単位

国
語

文系17～19
理系15

３年

２・３年の教育課

程表は年次進行
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令和９年度入学生　　　　　国際科　教育課程表　　　　沖縄県立那覇国際高等学校　全日制課程　　

科目 標準単位 必修 選択

現 代 の 国 語 2 2
言 語 文 化 2 3
論 理 国 語 4 2 3
古 典 探 究 4 3 3
地 理 総 合 2 2
地 理 探 究 3     3 ③
歴 史 総 合 2 2
日 本 史 探 究 3
世 界 史 探 究 3
地 理 セ ミ ナ ー 学設 2
日 本 史 セ ミ ナ ー 学設

世 界 史 セ ミ ナ ー 学設

公 共 2 2
倫 理 2
政 治 経 済 2
倫 理 セ ミ ナ ー 学設 ②
政 治 経 済 セ ミ ナ ー 学設

数 学 Ⅰ 3 4
数 学 Ⅱ 4 5
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ｂ 2 2
数 学 Ｃ 2 2
物 理 基 礎 2 3
化 学 基 礎 2 2
生 物 基 礎 2 2
地 学 基 礎 2
化 学 基 礎 セ ミ ナ ー 学設

生 物 基 礎 セ ミ ナ ー 学設

体 育 7～8 2 2 3
保 健 2 1 1
音 楽 Ⅰ 2     2
美 術 Ⅰ 2
書 道 Ⅰ 2
家 庭 基 礎 2 2 2

情 報 Ⅰ 2 2 2

理 数 探 究 基 礎 1 1 1

理 数 探 究 2 2
総 合 英 語 Ⅰ 3～6 6

総 合 英 語 Ⅱ 4～8 4

総 合 英 語 Ⅲ 4～8 5

ディベート・ディスカッションⅠ 2～4 2

ディベート・ディスカッションⅡ 2～4 2

エッセイライティングⅠ 2～4 2

エッセイライティングⅡ 2～4 2

時 事 英 語 学設 2

フ ラ ン ス 語 学設 2

ス ペ イ ン 語 学設

中 国 語 学設

25 24 21 2 72

8 10 9 0 27

33 34 99

1 1 3

34 35 102

2

理数
「総合的な探究の時間」
の代替

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目
（

共
通
教
科
・
科
目
）

単 位 数 小 計 32

国
語

数
学

15

理
科

7～9

家庭

情報

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

（

専

門

教

科

・

科

目
）

英
語

単 位 数 総 合 計 33

専門科目・学校設定教科科目単位数合計

共 通 科 目 単 位 数 合 計

２年

特 活 ・ ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

総合的な探究の時間：５Ｇ

体
育

語
学

芸
術

地
理
歴
史

公
民

共

・

専

・

総

教
科

学年・類型等
１年

各教科の
単位の
合計

備考
３年

2～7

セミナーを付した
科目について
は，同名の科目
を履修したもの
のみ選択でき
る。

16

 9～ 12

セミナーを付した
科目について
は，同名の科目
を履修したもの
のみ選択でき
る。

地歴公民選択群
は，文系と同時
展開。

25

2

9

２・３年の教育課

程表は年次進行

で作成予定
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沖縄県立那覇国際高等学校 国際科の取り組み 

 

国際化の進展に対応する語学教育と盛んな国際交流活動 

 

那覇国際高校は、国際科を設置する学校として外国語教育・国際理解教育や国際交流等を推進し

ており、本校の大きな特色の一つとなっています。 

 

１．教育目標 

 ①英語を通じて、論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を伸ばす。 

 ②外国の事情や異文化について理解を深めるとともに、英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

 ③第２外国語（フランス語、中国語、スペイン語）を通じて、外国の文化について理解を深める。 

 ④CALL 教室などを有効利用し、ICT の積極的活用を図ることでコミュニケーション能力を育成する。 

 ⑤CEFR B1 以上の資格取得を推進する。 

 

２．国際科の特徴 

 ①英語の時数が多い、第二外国語の授業がある（フランス語、中国語、スペイン語） 

※第二言語は普通科文系クラスの生徒も選択可能 ※詳細は教育課程表を参照 

 

②行事 

  （１）全学年・・新入生歓迎会（４月） 

      １～３年生が集い、親睦を深める。 

  （２）１学年・・Meet the World Day（７月） 

例年、外国人講師 4 名ほどを招き、文化や言語について学ぶ。 

さらに R8 年度は、グローバルな視点をもつ県内企業・団体 10 団体を招き、グローバル×キャリ

ア教育を実施した。 

  （３）２学年・・同時通訳講座（９月） 

     2 日間にわたり、約３時間行う。プロの同時通訳者を講師に招き、同時通訳の初歩的なトレーニ

ングを体験する。 

   

３．普通科・国際科クラス向け（共通） 

   以下が主な派遣プログラムの派遣者及び参加者です。 

 

 【派遣プログラム及び派遣者数】 （令和７年） 

  短期 

  （１）学校主催 

・米国短期留学研修 

希望者をつのり、２～３月に 2 週間程度姉妹校のあるモンタナ州でホームステイ体験や現地学校 

への体験入学やホームステイなどを行う。（自費） 

※令和７年度は１５名派遣 令和８年度は実施なし 

 

  （２）県・市町村主催 

・グローバルリーダー育成海外短期留学事業 

①アメリカ高等教育体験研修（モンタナ州） ２名 

②沖縄県高校生海外雄飛プログラム（ハワイ） ２名 
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③中国教育交流研修 ２名 

 

・国際協力レポーター（ベトナム） １名 

・JICA 研修（ボリビア）２名 

・ウチナーネットワーク構築事業（カナダ）1 名 

・JENESYS 訪韓事業（韓国） 4 名       

     ・アジア高校生オンライン国際交流事業 18 名 

・令和７年度ウチナージュニアスタディ事業（県内研修） １名 

 

  （３）国主催 

・トビタテ！留学 JAPAN(9 期)1 名 

・カケハシ・プロジェクト（ロサンゼルス） ９名 

・カケハシ・プロジェクト（TOFU プログラム）２名 

 

長期 

（１）県費 

  国際性に富む人材育成事業 令和７年度・・・８人 令和８年度・・・９人 

（２）公費 

   沖米国総領事館大使留学奨学金 令和７年度・・・３人 令和８年度・・・ ４人  

 （２）私費 

   各種留学プログラム 令和７年度・・・5 人 令和８年度・・・４人 

 

4. 留学生受け入れ （３ヶ月～１年間） 

    本校では海外留学生の受け入れも積極的に行っています。※受け入れ学級は国際科クラスを優先 

【令和 6 年度】 

ニュージーランド 1 名、ハンガリー1 名、スイス 1 名 

【令和 7 年度】 

イタリア 1 名、 南アフリカ 1 名、 ベトナム 1 名、 アメリカ 1 名 

【令和８年度】 

アメリカ 1 名、カナダ１名、ドイツ１名、イタリア１名、マレーシア１名、アイルランド１名 

 

5. 校内での異文化交流（令和７年度） 

  校内でも外国人や海外の文化に触れる機会を積極的に設けています。 

• 海外の高校（団体）との交流 

   香港２０名、アメリカ９名、香港２２名、オーストラリア ７名 

• Gallatin High School 生徒９名 

 

6. その他：外国語に関わるさまざまな取り組み 

① 校内英語弁論大会・・・全生徒がクラス大会で発表。学年大会を経て校内大会を実施。上位入

賞者を県や大学等主催の弁論大会へ派遣。 

② スキットコンテスト・・授業での取り組み（１年生）、校内予選のち県大会へ派遣。 

③ ディベート大会・・・英語ディベート部として活発に活動。県大会、九州大会、全国大会派遣経験あり 

④ 英語検定の対策サポート（英語科職員による） 

英検二次試験対策（面接練習）を行い、これまで多くの合格者を出しています。 
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進路ガイダンス部〔資料①〕 

 
 

生徒個々の進路実現を目指して 

 

１．那覇国際高校の進路に関する目標 

① 生徒が自らの在り方生き方を考え、主体的に進路を選択する能力を養う。 

② 生徒一人ひとりの進路実現のために、個性を生かす進路指導を目指す。 

③ 進路選択の早期決定を目指す。 

④ 進路情報の収集・整理・提供に努める。 

 

２．進路実現のための進路ガイダンス部の取り組み 

（１）希望者講座の充実 

① 放課後講座（難関大講座、基礎講座など） 

② 夏期講座・春期講座 

③ 大学入試対応の小論文対策個別指導講座および面接対策個別指導 
 
（２）対外模試の計画的な実施 

① スタディーサポート〈全国統一の試験を用いた実力テスト〉  

１年生：年２回、２年生：年２回 

② 全国模擬試験〈大学入試に対応した試験〉  

１年生：必修３回・希望４回、２年生：必修４回・希望４回、３年生：必修７回・希望７回 

③ 小論文模試〈大学入試において近年増加傾向〉 

１年生：必修２回、２年生：必修４回、３年生：必修２回・希望３回 

④ 公務員模試〈公務員志望の生徒対象の実践模試〉  
 
（３）講演会・集会 

① 進路講演会…外部講師による最新の進路情報および模試分析 

② 進路集会…入試情報の提供および学年別模試分析や学習目標の確認（学年ごと学期に１回） 

③ 合格体験発表会…合格した３年生による体験発表（３月） 

④ 進学相談会（卒業生・教育実習生） 夏期講座期間、教育実習期間などに実施 

[実施例]信州大学・筑波大学・東京都立大学・上智大学・立教大学・九州大学・琉球大学 

⑤ 大学別入試説明会…夏期講座期間内に校内で実施 

⑥ 大学生による講演会…本校を卒業した現役大学生による講演会(9 月) 
 
（４）「飛躍手帳」による自己管理能力の育成（日々の学習の記録、考査・模試の記録など） 
 
（５）「スタディサプリ」による自律学習の推奨（基礎の学び直しから大学入試対策まで） 
 
（６）３年生進路検討会（各学期）：志望と学力状況を確認し進路実現をサポート 
 
（７）学習環境の整備 

① 放課後自学スペースの提供：情報処理室＊wifi 完備（スタサプ利用可） 

② 大学入試問題集の充実：赤本等の各種問題集の貸し出し 

③ 模試の過去問題の充実：進路室にて印刷可能 

④ 入試情報書籍（『蛍雪時代』等）をＨＲ教室に設置 

 
（８）進路情報の提供等 

① 進路だより「飛躍」の発行（模試のお知らせや入試情報など） 
② 『進路のしおり』（進路資料＋合格体験記）の発行                

③ 受験レポートの収集と提供（面接の質問内容など受験生からの情報） 

④ 各種奨学金（日本学生支援機構等）の情報発信および校内窓口業務   

⑤ 保護者向け講演会等の企画・実施およびＨＰでの情報発信 
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進路ガイダンス部 〔資料②〕 

 

    

 

メタ認知力を高め、希望進路実現に向けて 

「自走できる生徒」  
 

《今年度の合格実績》 

国公立大学現役合格者数 170 人！国公立合格率48.4％ 

難関大学進学 １４名（北大・京都・九州等） 

県外進学多数 県外国公立大８３人 県外私大２４３人 

R8 年年度卒業者数 351 人  

 

 

過去５年間の合格実績 

《主な国公立大学》   

北海道大学［８］東北大学［４］筑波大学［１３］埼玉大学［１５］千葉大学［１０］ 

お茶の水女子大学［５］東京外国語大学［８］一橋大学［２］横浜国立大学［１３］ 

名古屋大学［３］大阪大学［１４］神戸大学［７］広島大学［１６］九州大学［２０］ 

長崎大学［３０］熊本大学［１２］琉球大学［４５４］沖縄県立看護大学［３６］ 

《主な私立大学》 

早稲田大学（２８）慶應義塾大学（１４）上智大学（１１）国際基督教大学[ICU]（８） 

明治大学（４５）青山学院大学（１４）立教大学（３０）中央大学（２９）法政大学（３３） 

同志社大学（１５）立命館大学（２８）関西大学（１２）関西学院大学（１８） 

～那覇国で、夢の実現を～ 

授業・放課後講座・模擬試験・家庭学習 

探究活動・ＨＲ活動・部活動・学校行事 

  そして 切磋琢磨できる仲間 の存在 
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44
②奨学のための給付金

お知らせ

つ
の
制
度

事務室からの

R8.9.1現在。次年度は変更する可能性もあります。

N
A
H
A
K
O
K
U
S
A
I

N
A

H
A

K
O

K
U

S
A

I

授業料以外の教育費を補助する給付

金制度です。収入要件があります。

①就学支援金制度

毎月の授業料を実質無料にする国の

制度です。支援を受けるためには必

ず申請する必要があります。

〇お問い合わせ　
 　那覇国際高校　事務室　098-860-5931
　（月曜日～金曜日　午前8時30分〜午後16時30分（土日祝除く））

上記内容は、本校HP→「事務室より」でも確認できます。

④遠距離等通学費支援

③が対象外の生徒で、利用額が1か月

あたり15,000円を超える部分を補助す

る制度です。収入要件があります。

路線バスやモノレールを利用してい

る生徒で、非課税世帯やひとり親等

の世帯を対象にした通学費支援制度

です。収入要件があります。

③通学費支援
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